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管内旅客船の事故事例について



旅客船事故の発生状況（函館事務所管轄）
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運輸安全委員会が平成２０年１０月～令和６年９月までに調査報告書を公表した

船舶事故等は１６,０２２件で、そのうち旅客船が関連した船舶事故等が１,０１８件

となっています。

函館事務所（管轄 北海道周辺海域及

び津軽海峡等）において調査報告書を公

表した船舶事故等は９９２件で、そのう

ち旅客船が関連した船舶事故等が４３件

となっています。

※「船舶事故等」とは「事故」及び「イン

シデント（事故が発生するおそれがある

と認められる事態）」をいいます。
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事故種類別の状況

旅客船が関連した船舶事故等４３件を

事故等種類別にみると・・・

船体動揺によって転倒したなどによる

死傷等が１２件と最も多く発

生しており、次いで、岸壁に衝突した

などの単独衝突１１件、衝

突５件等となっています。
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死傷者等の状況

旅客船が関連した船舶事故等４３件にお

ける死傷者の発生状況をみると・・・

沈没などによる死亡者が２４人、

行方不明者が７人、乗揚など

による負傷者が３９人発生して

います。

死　　亡 行方不明 負　　傷

船　員 4 1 3

旅　客 18 6 36

その他 2

計 24 7 39



事故事例① 旅客船A沈没

発生日時 令和４年４月２３日 １３時２６分以降短時間のうち

発生場所 知床半島カシュニの滝沖

概 要 旅客船A（19トン）は、船長及び甲板員１人が乗り組み、旅客２４人

を乗せ、知床半島西側海域を航行中、浸水し、カシュニの滝沖において、

沈没した。この事故により、旅客１８人、船長及び甲板員が死亡し、旅

客６人が行方不明となっている。
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原 因（抜粋）

本事故は、寒冷前線のオホーツク海通過に伴い、北西寄りの風が吹いて波が高ま
る 状況下、本船が、知床岬を折り返して航行中、１.０ｍを超えた波高の波が船首
甲板部に打ち込む状態で、船体動揺によって船首甲板部ハッチ蓋が開いたため、同
ハッチから上甲板下の船首区画に海水が流入して、同区画から倉庫区画、機関室及
び舵機室へと浸水が拡大し、浮力を喪失してカシュニの滝沖において沈没したこと
により発生したものと考えられる。

波が船首甲板部に打ち込む状態で船首甲板部ハッチ蓋が開いたのは、海象が悪化
することが予想される中、本船が、同ハッチ蓋が確実に閉鎖されていない状態のま
まウトロ漁港を出航し、出航後も運航を中止して早期に帰港する、避難港に避難す
る等の措置がとられることなく航行を継続したことによるものと考えられる。
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再発防止策（抜粋）

① 船舶の構造、設備
・ハッチの閉鎖装置を安全基準に適合させ、発航前にハッチの閉鎖を確認する。
・浸水が拡大しないよう、水密隔壁を設ける安全基準について検討するべき。
・無線設備に関する検査の方法を実効性のあるものにしなければならない。

② 船長の遵守すべき事項
・小型旅客船の船長は、運航基準を遵守し、気象・海象の悪化が想定される場

合、途中で引き返す判断をする前提で出航しない。

③ 運航管理体制及び安全管理体制の構築
・小型旅客船の運航事業者は、航行する海域の特徴等に関する知識及び出航や

航行継続の可否判断を適切に行う能力を有する者を安全統括管理者、運航管
理者及び船長に選任し、安全管理体制を構築しなければならない。
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事故事例② 旅客船B乗揚

発生日時 平成２６年５月６日 １１時４８分ごろ

発生場所 北海道小樽市所在のオタモイ海岸

概 要 旅客船B（１９トン）は、船長及び甲板員２人が乗り組み、旅客４５
人を乗せ、北海道小樽市オタモイ海岸沖を航行中、暗岩に乗り揚げた。

この事故により、旅客１４人が負傷し、プロペラ及びシューピース部
骨材に曲損などを生じた。
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原 因

本事故は、本船が、オタモイ海岸沖を航行中、ＧＰＳ
航跡から逸脱して、オタモイ海岸寄りを航行したため、
暗岩に乗り揚げたことにより発生したものと考えられる。

ＧＰＳ航跡から逸脱して、オタモイ海岸寄りを航行し
たのは、本件船長が、ツルカケ岩付近に存在する浅瀬、
岩礁等の航行の障害となるものの正確な位置を把握して
おらず、甲板員Ａに対して進路の修正を指示しなかった
こと及び甲板員Ａが、本船の操船に慣れておらず、ＧＰ
Ｓ航跡との位置関係を見ながら船位の確認を行うなどの
余裕がなかったことによるものと考えられる。

船舶所有者が、本船乗組員に対し、運航基準を周知し
て航行経路を遵守させるなどの指導を適切に行っていな
かったことは、本事故の発生に関与した可能性があると
考えられる。
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再発防止策

① 船舶所有者の経営トップは、安全管理規程の内容を把握し、その遵守に努め
ること。

② 安全統括管理者は、関係法令の遵守と安全最優先の原則を会社内部へ徹底す
るとともに、本船乗組員に対し、運航基準を周知するなど安全管理規程の遵
守を確実にすること。

③ 船長は、浅礁の近くなど乗り揚げる危険のある場所を航行する場合、自ら操
船を行うこと。

④ 船長は、運航基準で定められた航行経路に従って運航し、ＧＰＳプロッター
画面により船位の確認を十分に行うこと。
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事故事例③ 旅客船C乗組員負傷

発生日時 平成２９年９月１３日 ２０時３５分ごろ

発生場所 函館港

概 要 旅客船C（７,００３トン）は、船長ほか１７人が乗り組み、旅客６８人

を乗せ、車両５２台を積載し、函館港の係留地に着岸作業中、船尾で作業

を行っていた乗組員１人が、係船索とローラとの間に左足が巻き込まれて

重傷を負った。
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原 因
本事故は、夜間、本船が函館港内で着岸作業中、甲板員Ａが、本件係船索巻き込

み中に本件架台に左足を置いて作業を行ったため、甲板員Ａの左足が本件係船索と
本件ローラとの間に巻き込まれたことにより発生したものと考えられる。

再発防止策

① 投げ綱を投げる安全な場所を決めておき、フェアリーダの場所から投げないよ
うにし、必要であればステップ等を設けること。

② 係船索巻き込み中は、手足をみだりに係船索に近づけないこと。
③ 現場作業指揮者は、ふだんから甲板部乗組員の作業状況を確認し、危険な行為

が認められた場合はその都度指導して安全な作業手順の徹底を図ること。

【甲板員Aは、以前から本件架台に足を置いて
作業を行うことがあった。】
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旅客船事故等の防止に向けた取り組み

事故等防止に資する情報（安全へのツール）をホームページに掲載しており、旅客
船事故等の再発防止に向けたものとして、下記の船舶事故分析集があります。

１ 運輸安全委員会ダイジェスト 第７号
旅客船事故の防止に向けて

２ 運輸安全委員会ダイジェスト 第２１号
旅客船事故の防止に向けて

３ 運輸安全委員会ダイジェスト 第３５号
小型旅客船の安全運航に向けて

～ドンッ！腰が痛い！小型旅客船に
おける旅客の脊椎骨折事故の防止
のために～

４ 運輸安全委員会ダイジェスト 第４５号
小型旅客船の重大事故防止に向けて

～運航海域の特性をつかんでいますか～

https://www.mlit.go.jp/jtsb/
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運輸安全委員会ダイジェスト第７号 旅客船事故の防止に向けて

１ はじめに
２ 発生状況

① 事故等種類別発生状況の推移
② 死傷者数の状況
③ トン数別の状況
④ 発生時間帯の状況
⑤ 発生場所の状況
⑥ 原因分類の状況

３ 事例
①②③ 船体が上下に動揺した際、臀部から座席に

落下して腰椎を骨折
④ 川下り中、岩場に乗り揚げた後に転覆
⑤ 追い波状態で航行中、船体が傾斜して荷崩れが生じた

４ まとめ
① 旅客船事故等の発生状況
② 事故等調査事例から得られた教訓
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運輸安全委員会ダイジェスト第２１号 旅客船事故の防止に向けて

１ はじめに
２ 事故等の発生傾向と調査事例

① 単独衝突の発生傾向
事例 フェリーが風で圧流されて

岸壁に接触した
② 乗揚の発生傾向

事例 フェリーが港外の漁船群を避けたところ、浅瀬
に乗り揚げた

事例 小型旅客船がGPSプロッターの航跡から逸脱し
て乗り揚げた

③ 火災の発生傾向
事例 海上タクシーで火災が発生し、海に飛び込んだ

旅客が死亡した
④ 死傷の発生傾向

事例 小型旅客船が波を乗り越えた際に波間に落下し、
旅客が負傷した

３ 事業者インタビュー
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運輸安全委員会ダイジェスト第３５号 小型旅客船の安全運航に向けて

１ はじめに
２ 旅客脊椎骨折事故発生時の状況

① 船種
② 事故発生時の海象及び運航状況等
③ 旅客の着座位置と負傷状況

３ 旅客脊椎骨折事故の事例
① 旅客船A ② 旅客船B

４ 旅客脊椎骨折事故事例の分析
① 旅客脊椎骨折事故の経過
② 脊椎骨折を負ったメカニズム
③ その他（危険な海域等）

５ 旅客脊椎骨折事故の防止対策
① 高い波に遭遇したときの操船方法
② 客室における旅客の安全確保
③ 高い波が発生する海域の情報
④ 安全管理規程の再確認等

6 おわりに
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運輸安全委員会ダイジェスト第４５号 小型旅客船の重大事故防止に向けて

１ はじめに
２ 小型旅客船に係る事故の状況と傾向
３ 運航海域の特性について

① 気象海象に伴うリスク
1) 外洋に面する海域
2) 沿岸海域

② 海底地形に伴うリスク
1) 沿岸航行域における岩礁及び

リーフなどの存在や潮汐影響
４ 事故事例紹介

① 運航海域の岩礁位置を把握して
いなかったため乗揚・沈没に至
った事例

② 運航海域に特有の海象影響によ
り転覆・沈没に至った事例

5 まとめ
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最後に・・・

もし、不幸にも船舶事故等が発生した場合には、
運輸安全委員会の調査が再発防止につながるとお
考えいただき、調査にご理解とご協力をお願いい
たします。

ご清聴ありがとうございました。

運輸安全委員会事務局函館事務所


